
 

 

 

 

 

通知表の２期制について 

令和８年度より、長崎中学校では通知表の２期制を導入します。通知表の２期制は近年、全国

や長崎市内の小中学校でも導入がすすんでいるものです。導入のねらいや、想定されるご質問等

をＱ＆Ａ形式でまとめてみました。 

 

Ｑ１．通知表の２期制とはどういう制度ですか？ 

〇お子様の学校での学習・生活状況を、通知表で年２回

（10 月上旬と３月修了式）お知らせするものです。 

〇通知表をお渡しするのが３回から２回になりますが、

３学期制や長期休業期間は変更しません。 

 

Ｑ２．導入のねらいは？ 

〇最大のねらいは「時間の確保」による学習・授業の充実です。 

・これまで通知表の作成に必要だった時間を授業の充実にあてることが可能になります。 

 ・長期休業期間を活用して評価材料をしっかりと確認、分析することができるようになりま

す。評価の充実は、個に応じた学習指導の充実や授業改善につながります。 

  

Ｑ３．テストや評価の方法はどうなりますか? 

〇テストはこれまでと同様に、「単元末テスト」と「実力テスト」を実施します。「単元末テス

ト」で単元ごとに学習の状況を把握し、改善を図っていく本校のスタイルは、通知表の２期

制と非常になじみやすいと考えています。 

 〇評価についてもこれまでと同様に、単元末テスト、実技テスト、各種の学習課題や学習に向

かう姿勢などから、総合的に行います。 

 

Ｑ４．通知表の発出が２回になることで学習や生活の様子がわかりにくくなりませんか？ 

〇夏休み、２学期末の二者・三者面談で学習や生活の様子を丁寧にお伝えします。 

〇単元末テストの結果も、これまでと同様に、テスト結果表で適宜お伝えします。 

 

Ｑ５．高校入試への影響はありませんか？ 

〇学習・生活の状況や成長を適切に評価することに変わり

はありませんので、入試に不利になることは一切ありま

せん。 

 

 

 学習や評価について気になることがありましたら、いつでもご相談ください。学校と家庭が連

携し、生徒の成長を支えていきたいと考えています。 

 いつも心に長崎を 第４号 
 

令和８年４月２７日(月) 

長崎中学校学校だより 

校 長  鬼塚 喜隆 

大切なお知らせです。 


